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　セコムは、1962年に日本初のセキュリティサービス会社として創業しま
した。その後、事業所や家庭向けオンライン・セキュリティシステム、屋外
用位置情報提供システム「ココセコム」、自律型小型飛行監視ロボット
「セコムドローン」など、変化する社会のニーズを迅速・的確にとらえた
多様なサービスやシステムを開発し、「社会にとってよりよいサービスを創り
上げたい」という強い想いを持って、普及に邁進し、発展を続けています。
　セコムグループ（以下、“セコム”）は、いつでも、どこでも、誰もが「安全・
安心・快適・便利」に暮らせるサービスやシステムを創造し、それらを統
合・融合して社会に必要な新しいシステムを提供する「社会システム産業」
の構築をめざしています。現在、セキュリティサービス、防災、メディカル
サービス、保険、地理情報サービス、BPO*・ICT**、不動産・その他の事
業を展開しています。2017年５月「社会システム産業」の構築を一層加速
するために「セコムグループ2030年ビジョン」を策定しました。このビジョ
ンのもと、暮らしや社会に安心を提供する社会インフラ「あんしんプラット
フォーム」を通して、社会のあらゆるお困りごとや日常の不安に対して、変わ
らぬ安心を提供し、さらに社会とのつながりを強め、さまざまな社会課題を
解決し、社会とともに持続的な成長に向かって歩んでいます。
　海外では、19の国と地域に進出し、各地の状況を踏まえてカスタマイズし
たセコムならではのセキュリティサービス、防災、メディカルサービス、地理
情報サービス、BPO・ICTサービスなどを提供し、グローバル展開の一層
の拡充に努めています。
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プロフィール

セコムは、「あらゆる不安のない社会の実現」を使命とし、
創業以来、常に時代の変化を捉え、「安全・安

心・快適・便利」な社会を構築する革新的なサービスやシステムを
創出し、さまざまな社会課題の解決に取り組んでいます。




